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し, 2006 年 1 月の一般教書演説の Advanced










度比 51％増の 32億ブッシェル, 輸出向けが前年




















134億 8,900万ガロン (1ガロン＝約 3.785リット
ル), その中で上位 3ヶ国は, アメリカ, ブラジ
ル, 中国で, それぞれ 48億 5,500万ガロン, 44


















ウモロコシ (90％以上) であり, グレインソルガ
ム (5％), 小麦 (1％), 食品廃棄物 (1％) となっ
ている(9)｡
アルコール製造向けに使用されるトウモロコシ
は 2006年度で 22億 8,500万ブッシェル, 総生産
量 105億 3,500万ブッシェルの約 22％を占めてい
る｡ このうち, 飲料用には 1億 3,500万ブッシェ
ル, 燃料用には 21億 5,000万ブッシェルが使用




年々増加している｡ 1990年に 3億 4,900万ブッシェ
ル, 2000年には対 1990年比で約 80％増加の 6億
2,800万ブッシェル, そして上記のように 2006年
では 21億 5,000万ブッシェル (同比で 516％増)
が使用されており, アメリカにおける燃料用のエ
タノール需要の大きさが伺える (表 1, 図 1 参
照)(10)｡ トウモロコシの総生産量に燃料用向けが
占める割合も 90年の 4.4％から 2006年には 20.4
％と 5倍近くまで伸びている (表 2参照)(11)｡ こ
の燃料用へのトウモロコシ需要の増加により, 食
糧 (家畜用の飼料も含む) 需要への影響が将来的





穀物年度 燃料用 飲料用 合 計 総生産量
1990 349 135 484 7,934
1991 398 161 559 7,475
1992 426 136 562 9,477
1993 458 110 568 6,336
1994 533 100 633 10,103
1995 396 125 521 7,374
1996 429 130 559 9,233
1997 481 133 614 9,207
1998 526 127 653 9,759
1999 566 130 696 9,431
2000 628 130 758 9,915
2001 714 131 845 9,503
2002 996 131 1,127 8,967
2003 1,168 132 1,300 10,089
2004 1,323 133 1,456 11,807
2005 1,603 135 1,738 11,114
2006 2,150 135 2,285 10,535




穀物年度 燃料用 飲料用 合 計
1990 4.4 1.7 6.1
1991 5.3 2.2 7.5
1992 4.5 1.4 5.9
1993 7.2 1.7 9.0
1994 5.3 1.0 6.3
1995 5.4 1.7 7.1
1996 4.6 1.4 6.1
1997 5.2 1.4 6.7
1998 5.4 1.3 6.7
1999 6.0 1.4 7.4
2000 6.3 1.3 7.6
2001 7.5 1.4 8.9
2002 11.1 1.5 12.6
2003 11.6 1.3 12.9
2004 11.2 1.1 12.3
2005 14.4 1.2 15.6
2006 20.4 1.3 21.7





表 3と 4は, 1990年から 2006年までのアメリ
カのトウモロコシと大豆生産に関する統計資料
(栽培面積, 単収, 生産量, 価格, エーカー当た
りの生産額, 総生産額) を表したものである｡ 作
付面積の推移をトウモロコシと大豆で比較すると










入を比較してみる｡ 図 3を見ると, 両者の収入の
トレンドがほぼ同じ動きであることが分かる｡ ま
た, トウモロコシの収入が常に多い (1.2から 1.6
倍) ことも分かる (表 5, 図 4参照)｡ 特に価格が






たものが, 2006年には 3ドル 20セントまで上昇















1990 6,695 118.5 7,934 2.28 270 18,192
1991 6,882 108.6 7,475 2.37 257 17,861
1992 7,208 131.5 9,477 2.07 272 19,723
1993 6,293 100.7 6,338 2.50 252 16,036
1994 7,251 138.6 10,051 2.26 313 22,874
1995 6,521 113.5 7,400 3.24 368 24,202
1996 7,264 127.1 9,233 2.71 344 25,149
1997 7,267 126.7 9,207 2.43 308 22,352
1998 7,259 134.4 9,759 1.94 261 18,922
1999 7,049 133.8 9,431 1.82 244 17,104
2000 7,244 136.9 9,915 1.85 253 18,499
2001 6,877 138.2 9,503 1.97 272 18,879
2002 6,933 129.3 8,967 2.32 300 20,882
2003 7,094 142.2 10,089 2.42 344 24,477
2004 7,363 160.4 11,807 2.06 330 24,381
2005 7,512 148.0 11,114 2.00 296 22,198
2006 7,065 149.1 10,535 3.20 477 33,837









上げにより, マヨネーズ価格を 17年ぶりに 10％
値上げするメーカーも出てきている｡







のブッシェル当りの価格は 2005年の 10月が 3.39
ドルだったものが, 2007年の同月では 7.53ドル















1990 5,651 34.1 1,926 5.74 196 11,042
1991 5,801 34.2 1,987 5.58 191 11,092
1992 5,823 37.6 2,190 5.56 209 12,168
1993 5,731 32.6 1,870 6.40 209 11,941
1994 6,081 41.4 2,515 5.48 227 13,746
1995 6,154 35.3 2,174 6.72 237 14,599
1996 6,335 37.6 2,380 7.35 276 17,440
1997 6,911 38.9 2,689 6.47 252 17,373
1998 7,044 38.9 2,741 4.93 192 13,494
1999 7,245 36.6 2,654 4.63 169 12,205
2000 7,241 38.1 2,758 4.54 173 12,467
2001 7,298 39.6 2,891 4.38 173 12,606
2002 7,250 38.0 2,756 5.53 210 15,253
2003 7,248 33.9 2,454 7.34 249 18,014
2004 7,396 42.2 3,124 5.74 242 17,895
2005 7,125 43.0 3,063 5.66 243 17,269
2006 7,460 42.7 3,188 6.20 265 19,694
出典：National Agricultural Statistics Service, USDAより作成｡






通常, 農家は, 収穫時の価格を予想して, 作付
けする植物の種類と面積を決める｡ 例えば, ハー
トランド地域(14) におけるトウモロコシと大豆生
産での 2003年と 2004年の 1エーカー当たりの収




























































1990 270 196 1.38
1991 257 191 1.35
1992 272 209 1.30
1993 252 209 1.21
1994 313 227 1.38
1995 368 237 1.55
1996 344 276 1.25
1997 308 252 1.22
1998 261 192 1.36
1999 244 169 1.44
2000 253 173 1.46
2001 272 173 1.57
2002 300 210 1.43
2003 344 249 1.38
2004 330 242 1.36
2005 296 243 1.22
2006 477 265 1.80














































2007年 上院が ｢再生可能燃料, 消費者保護,
エネルギー効率法案 (H. R. 6)｣, 下
院が ｢再生可能エネルギーとエネルギー
保護税法案 (H. R. 3221)｣ を可決し,




としては, 例えば E 10 (10％エタノール混合)
で 5.2セント/ガロン減税が行われている｡ エタ
ノールブレンダーに対しては, 国産, 輸入を問わ










20％, アルゼンチン：20％, タイ：30％, インド：
186％, カナダ：19セント/ガロン, EU：87セ





ンである(21)｡ 加えて, 上記のように, 輸入エタ
ノールにも, 51セント/ガロンの税制面での優遇










年には国内消費量の 3％を占める 1億 3,500万ガ
ロンを輸入していたが, 2006年には 6億 5,330万
ガロン, 国内消費量の約 12％を輸入した (表 7
参照)｡
アメリカはカリブ海経済回復促進法 (Carib-

































6 効率性, 経済性, 環境問題, 倫理
エタノールやディーゼルを穀物や木などの原料
から製造することに対して, エネルギー変換の効
率性, 経済性, 環境問題, 倫理などの面から疑問
視する研究者もいる｡ 以下に, David Pimentel
と Tad W. Patzekの主張の一部を述べる(25)｡
エネルギー変換の面から見ると, 5,130キロカ
ロリーの熱エネルギーを持つ純度 99.5％のエタノー
ル生産 1リットルには, トウモロコシ生産, 原料
輸送, 水, 蒸気, 電気, 工場の建設資材などを含
めて約 6,597キロカロリーの投入が必要とされる｡
費用は 45セントかかる｡ しかも, エタノール生
産への直接補助やトウモロコシへの補助 79セン














2002 0 12.0 4.5 29.0 0 45.5
2003 0 14.7 6.9 39.3 0 60.9
2004 90.3 25.4 5.7 36.6 0 159.9
2005 31.2 33.4 23.7 36.3 10.0 135.0
2006 433.7 35.9 38.5 66.8 24.8 653.3
出典：Renewabel Fuels Association. より作成｡
表 7 アメリカの燃料用エタノール需給表
(単位：100万 gallons)
年度 国内生産量 輸入量 輸出量 在庫変化 国内需要量
2002 2,130 46 n/a －91 2,085
2003 2,800 61 n/a 39 2,900
2004 3,400 161 n/a －31 3,530
2005 3,904 135 8 －18 4,049
2006 4,855 653 n/a 108 5,377
























現在, 3億 7,000万 (WHO, 2000) の人々が栄
















終 わ り に
アメリカ政府は海外からの輸入エネルギー比重
を下げることを国策として掲げている｡ バイオエ
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